
 

 

 

 

  

■ 第 4 回役員会を開催  

 第 4 回役員会を 3 月 20 日開催しました。 

会議では、平成 29 年度事業実績及び収支決

算見込みなど報告 3 件の承認、創立 30 周年記

念事業実施要綱(案)、平成 30 年度事業計画（案）

及び収支予算（案）など５議案について審議さ

れました。 

 会議に先立ち河合会長は「多くの企業では期

末を目前に、決算に向けて最も忙しい時期を迎

えていると思います。今春闘では働き方改革も

主要テーマとなり、勤務時間の削減や時間管理などで一定の成果が見られます。賃上げではぶつか

り合うことになりますが、働き方改革はベアに比べ負担も小さく、妥結しやすい要素になるものと

思います。 

2 月の政府月例経済報告によれば国内景気は、企業収益が改善して設備投資が緩やかに増加し、

個人消費が持ち直していることから、景気が緩やかに回復しているとの基調判断が示されています。 

海外の経済情勢については、アメリカ経済は個人消費や設備投資の増加で景気は着実に回復が続

いているなど総じて堅調に推移しています。中国経済は過剰債務問題など金融市場の動向によって

景気が下振れするリスクがあります。ユーロ圏経済はイギリスのＥＵ離脱交渉やイタリアの総選挙

にともなう連立政権の動向などが注目されるところです。 

春の人事異動にともない、芳工連役員さんのなかには５月の総会を待たずに県外に転勤される方

がおいでになります。この場をお借りして退任される役員さんにお礼を申し上げます。通常の芳工

連役員の活動に加え、ＬＲＴ事業関連では事業影響の課題解決に向けて、積極的にご尽力をいただ

き有り難うございました。 

これからも芳工連は、民官学と連携を図りな

がら、重点施策である安全で安心な工業団地づ

くりを目指し、安定した成長が継続できる環境

整備に向けて努力して参りますので、よろしく

お願いいたします」と挨拶しました。 

 協議事項では、定期総会を 5 月 23 日（水）

午後3時30分から管理センターで開催するこ

とを決定しました。また、総会に上程する議案

を審議する役員会を 4 月 23 日（月）午後 1 時

30 分から正副部会長の同席を得て開催するこ
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とを決定しました。 

 創立 30 周年記念事業を平成 31 年度に実施するための記念事業実施要綱（案）と記念事業特別

会計収支予算（案）が可決されました。また、所属部会の変更、慶弔内規の一部変更についても   

原案どおり決定しました。 

 

■ 総務企画部会を開催  

 3 月 9 日に 10 社 10 名の皆さまの参加いた

だき第 3 回総務企画部会を開催しました。 

中山部会長は「お忙しいところご出席いただ

き有難うございます。本日は年度末の最後の部

会となります。平成 29 年度の事業実績や収支

決算見込み額の確認、また、これらの実績に基

づき次年度の事業計画や収支予算を審議いただ

く会議ですので、よろしくお願いいたします」と挨拶しました。 

平成 29 年度事業実績については、新入社員研修会、若手研修会、初級管理者研修会などの人材

育成研修を予定どおり実施し、参加企業様から大変喜んでいただいています。また、スポーツを通

じて親睦と交流を図るゴルフ大会、ボウリング大会ともにこれまでにない多くの参加があって、大

変有意義に事業を執行することができたことを中山部会長が説明しました。 

平成 29 年度収支決算見込みは、予算額 850,000 円に対し決算見込み額が 729,976 円とな

り、執行率 85.8％となっている状況を事務局が説明し、事業実績及び収支決算について承認いた

だきました。 

平成 30 年度事業計画（案）及び収支予算（案）については、事業の中心である人材育成研修や

異業種会員相互の親睦と交流を目的とした全体研修、ゴルフ大会やボウリング大会などが好評であ

ったことから、引き続き平成 30 年度も実施する計画（案）が決定しました。 

また、収支予算（案）につても、平成 29 年度の決算見込み額を参考とした予算（案）とするこ

とを満場一致で可決しました。 

役員改選については、2 カ年の任期が今年度で満了することから、改選について協議した結果、

全員の賛成により正副部会長の留任が決定しました。 

 

■ 環境整備部会を開催  

 3 月１３日に８社８名の皆さまの参加をいただき第 3 回環境整備部会を開催しました。 

半田部会長は「平成 29 年度の事業実績を振り返ってみますと、10 月のクリーン作戦は雨で中

止となりましたが、皆さまのご協力で予定した

事業は無事に執行できました。 

本日は、今年度の事業の成果を検証するとと

もに次年度の計画並びに収支予算をご審議いた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します」と挨拶しました。 

平成 29 年度事業実績については、工業団地

に立地するすべての企業様のご協力で環境整備



の成果が得られました。 

また、公園の花壇や各交差点に設置したプラン

ターに花を植込み、美化活動についても成果があ

ったことを半田部会長が説明しました。 

収支決算見込みは、予算額 500,000 円に対し

決算見込み額が 308,792 円となり、執行率

61.7％である状況を事務局が説明し、事業実績

及び収支決算について承認いただきました。 

平成 30 年度の事業計画（案）及び収支予算（案）については、概ね今年度の実績に沿った事業

計画及び収支予算とすることを決定しました。 

役員改選については、議論を尽くしましたがまとまらず、正副部会長に選考を一任することを決

定しました。 

資源ごみ売却実績は、申請された 33 社が月 1 回の回収日に、新聞・雑誌・段ボールなどの紙

類、アルミ缶・スチール缶などの金属類、ペットボトルを管理センターに持ち寄っていただいた結

果、売却益と町奨励金で今年度は151,303円の収入があったことを事務局からご報告しました。 

 

■ 安全衛生部会を開催  

 3 月７日に 11 社 12 名の皆さまに参加いただき第 3 回安全衛生部会を開催しました。 

 髙山部会長は「皆さまのご協力で、当初に計画した事業の実施で多くの成果を得ることができま

した。ご協力に感謝を申し上げます。本日の会議は、今年度事業を振り返りながら次年度の事業計

画などについて審議いただきますので、よろしくお願いします」と挨拶しました。 

 髙山部会長が、平成 29 年度は年 4 回の普通救命講習会、危険予知訓練（KYT）研修会、安全

活動事例発表会などがおもな事業でしたが、それぞれ充実した内容で参加者から高く評価された旨

の説明をしました。 

 収支決算見込みは、予算額 300,000 円に対し決算見込み額 264,463 円、執行率 88，1%で

ある状況を事務局が説明し、事業実績及び収支決算について承認いただきました。 

 平成30年度の事業計画（案）及び収支予算（案）

については、メンタルへルスなど健康に関する事

業実施を希望する発言を受け、予算の確保につい

ても検討することを決定し、詳細は正副部会長に

一任することになりました。 

 役員改選については、高山部会長が退任し渡邉

副部会長が部会長となり、副部会長の人選は部会

長に一任することを決定しました。 

 

■ 交通防犯部会を開催  

 3 月８日に 13 社 13 名の皆さまに参加いただき交通防犯部会を開催しました。 

 風呂部会長は「皆様には交通防犯部会の活動に対し特段のご協力をいただき感謝しています。年

度末ですので事業実績と収支決算をご確認いただき、次年度の事業計画と収支予算に反映したいと

思いますので、よろしくお願いします」と挨拶しました。 



【３月の実績 】 

02 日 団管連主催事務担当者研修会 

0７日 第 3回安全衛生部会 

0８日 第 3回交通防犯部会 

0９日 第 3回総務企画部会 

13 日 第 3 回環境整備部会 

2０日 第 4回役員会 

28 日 資源ごみ回収 

【４月の予定 】 

0４日 交通安全のぼり旗設置 

0６日 交通安全街頭広報活動 

1１日～１２日 新入社員基礎研修会 

1６日 交通安全のぼり旗撤去 

2３日 役員・正副部会長合同会議 

23 日 管理センター管理組合総会 

25 日 資源ごみ回収 

 平成 29 年度事業について風呂部会長は、春と

秋の交通安全県民総ぐるみ運動では芳賀町交通

安全対策連絡協議会と連携し交通安全街頭広報

活動を実施した。また、夏季休暇前に真岡警察署

交通係長による交通安全講習会、年末年始休暇前

に交通安全講習会で動画による危険予測トレー

ニングを実施した実績などを説明しました。 

 収支決算については、予算額 400､000 円に

対して決算見込み額が 218､650 円となり、執行率 54.6%である状況を事務局が説明し、事業実

績及び収支決算について承認いただきました。 

 増田副部会長から、「ホンダで実施している交通安全に関する指導の内容を芳工連会員企業様に

広げることで、芳工連全体の交通安全向上に寄与できるのではないかと考えています。そこで、次

回の部会で情報提供をさせていただいた上で、芳工連会員企業全体へ広げていきたいと考えていま

す」と提案があり、次回の会議で説明いただくことになりました。 

 平成 30 年度の事業計画（案）及び収支予算（案）については、正副部会長に一任することにな

りました。 

 役員改選については、選考を正副部会長に一任することを決定しました。 

 

■ 春の交通安全県民総ぐるみ運動  

 4 月 6 日（金）から４月１５日（日）までの 10 日間、 

春の交通安全県民総ぐるみ運動が実施されます。 

『マナーアップ あなたが主役です』をスローガンに、

子供や交通事故死者の 7 割を占める 65 歳以上の高齢者を

交通事故から守ることを呼びかけています。 

栃木県の運動の重点は「子どもや高齢者に優しい３Ｓ（ス

リーエス）運動」の推進、「夜間走行中の原則ハイビーム」

の徹底です。   

※３Ｓ（スリーエス）とはＳＥＥ（子供や高齢者を早く発見し、 

動きをよく見る）、ＳＬＯＷ（子供や高齢者を見たら減速する）、     

ＳＴＯＰ（危険を感じたら停止する）を意味します。 

 
 
芳工連日誌 


